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　2001年はカリブ海研究者にとっては忘れられない年と
なった。6月にエドゥアール・グリッサン，10月にマリ
ーズ・コンデ，11月にシドニー・ミンツが来日し，それ
ぞれ数カ所で講演をおこなったためだ。グリッサンはフ
ランス海外県マルティニック出身の詩人・小説家・思想
家。現代世界を文化と言語の途方もない混渚の場として
見るクレオール化の理論家であり，世界のあらゆる場所
がつねにそのまま世界の全体に直結しているという「全
＝世界」（tout－monde）のヴィジョンを提示する文学者
だ。その構想の大きさと充実した作品群は，英語圏にお
けるデレク・ウォルコットに匹敵する。コンデはやはり
フランス海外県グァドループ出身の小説家。同島出身で
ほぼ同年齢のシモーヌ・シュヴァルッ＝バルトと並ぶフ
ランス語圏カリブ海の代表的女性作家であり，地理的限
定をはずしても現在フランス語でもっとも旺盛に作品を
書き続けている作家の一人だ。生涯の大部分を「島」の
外で流浪のうちに生きてきたグリッサンとコンデの両者
が，いまは奇しくもマンハッタンという北の島で暮らし
ているのも興味深い（それぞれニューヨーク市立大学，
コロンビア大学教授）。この二人が身体的特徴としては
アフリカ系（いわゆる「黒人」）であるのに対して，ミ
ンツはアメリカ白人でカリブ海人類学の長老。砂糖とい
う産物の世界史的意味を明らかにした『砂糖と権力』を
はじめとする著作で，カリブ海域の特異性を歴史人類学
的に浮き彫りにしてきた。三者の講演はいずれも充実し
たものだったが，特にグリッサンとコンデに関しては原
著者と翻訳者という立場から，非常に有意義な交流をも
つことができた（グリッサン『〈関係〉の詩学』2000年，
コンデ『生命の樹』1998年）。まるで双児のようにすら
見えるマルティニックとグアドループのあいだに潜む，
歴史的・心理的差異，二つの島がある時点で決定的な分
岐を経験した（世界最初の黒人独立共和国である）ハイ
チに対する関心，北アメリカ大陸におけるカリブ海出身
者のディアスポラ状況，現代世界各地の民族的葛藤と普
遍的原理，文学者の想像力が無縁ではいられない政治性
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などについて，著作には表面化しない部分を含めて，充
実した話ができた。本研究の主題はあくまでも「文学作
品」（詩であれ小説であれ戯曲であれ現実表象にある種
の変形を加え一定の強度をおびた非慣用的記述言語で造
形されたもの）が「思想」（現実把握の試みとその痕跡
がある程度まで明示的な言語で伝達的・教育的に記され
たもの）とどのような関係をとりむすぶかにあり，その
点ではみずからフィクショナルな作品と，「作品的」で
はあるが・応は「理論的」仕事とみなせるエッセー群を
同時に発表してきたグリッサンが，中心的対象となる。
具体的作品分析については，現在作業中の彼の初期の代
表的小説作品「第四世紀』の翻訳が完成する2002年度に
記したい。
